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１　協議事項

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ ■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※必要に応じて〇△が無い部分も記入いただく場合があります。

２　事業実施に係る動機

３　法人の概要

① ％
② ％
③ ％

４　法人の主要取引先

２０２３年　　１１月　　２７日

２０２４年　　２月　　１５日

福山市障がい福祉サービス等の指
定に係る懇話会

建築指導課
消防局予防課
開発指導課

日回収

意見
・「世間で言うノーマルに近
づける、変えさせているよう
にしか見えない支援をしな
い場を築きたい」とあるが，
今後の自立に繋がる社会
的に必要な力は身に付けら
れるよう支援していってほし
い。

福山市には多くの放課後等デイサービスが『乱立』していると言われていますが、現在、やりがいと誇りを持ってこの仕事
に携わっています。障がいのある子どもたちのより豊かな生活を願い、周囲の人が障がいや特性を正しく受け入れること
で、社会の中で当たり前の自由を手にし、健やかに成長していくと考えていることから、地域社会と積極的に関わりを持
つ事業所を１つでも多く増やしたいと考えています。そして、この仕事に就いて７年が経過しましたが、『福祉はみんなで
協働で手を繋ぎ合って拡げていくもの』だと大先輩から学ばせていただいたことから、「この地域に生まれてよかった」と
全ての人が思える地域を目指します。　【　別紙1参照　】

意見
放課後等デイサービス
保育所等訪問支援 10

％ 〆

上段：取引先
割合 掛取引 回収・支払の条件

％

％ 日 〆％

法人が実施する主
な事業

割合

日回収日

90
設立年月日 　　　　２０２３　　　年　　　１０　　月　　２６　　日

法人の基本方針

「できることが伸び伸びとできる」「その人の持っている力を大切にする」　ことを大切に、互いの存在を認め合
い、想いを伝え合える環境を増やすことで、優しい笑顔が溢れる地域社会で暮らせるよう応援します。

その人らしさを大切に、その人にとって必要な優しいケアがある場所を目指します。
自分らしさに近づけるよう、そのまま丸ごと（ｍａｒｕｇｏｔｏ）受け止めることを大切にします。

法人の理念

下段：所在地

事　業　計　画　書

法人名 合同会社　ｍａｒｕ－ｇｏｔｏ

事業種別
放課後等デイサービス
保育所等訪問支援

事業所名 放課後等デイサービス　tek-tek

作成年月日 ２０２４年　　　　１月　　　　２１日

受理
■当初 □最終

代表者職名前 代表社員　後藤　万記

建物の構造・設備の変更

大幅な事業内容の変更　※△は生産活動を行う事業
事業所の移転

協
議
の
種
類

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

共生型サービス
事業の追加 共生型サービス以外 新築予定
新規事業所の開設

定員の変更 就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外

賃借・自己所有

現在地

新築予定

賃借・自己所有

担当者名 連絡先

関
係
者
へ
の
意
見
聴
取

回答

開設（変更）予
定日

割合
割合

％

％ 日 〆

日回収

2024年4月1日

意見
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５　施設の概要【平面図は７のとおり】

□

□

1 階 階 年
㎡ ㎡

1 階 ㎡
人 人 人

1 階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

□ □ ■ □ □

６　付近図

人 同種の事業所数 事業所
利用定員合計 人

当該地域における開設事業のニーズ分析について（新規開設の場合のみ記載）
凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

※付近図に，事業所から一次避難先及び二次避難先への避難経路を記載すること。

一次避難先までの距離 ｍ 移動手段

二次避難先までの距離 ｍ 移動手段

付近図掲載せず

1,300 社用車・徒歩

1,700 社用車・徒歩

近隣に福山北特別支援学校があるが、重度知的障がいのある児童・生徒の受け皿
は少ないのが現状ではあことから、弊社では主に特別支援学校の小学部～高等部
までの児童・生徒を対象とすることから需要が見込める。また、近隣には加茂・湯
田・神辺小学校もあり、３校ともに特別支援学級在籍児童が多い学校であることから
需要が見込める。（千田・御幸小学校も送迎範囲内予定）

同種の事業所
一次避難先
二次避難先

かんなべ市民交流センター

湯田小学校（３階建て）

道上小学校

物件を賃貸契約・内装をリフォームし、放課後等デイサービス事業所として使用する。
内
容

意見
小学校区 人口 9,154

事業所

4
40

種別 放課後等デイサービス

職員 利用者

③
種別
手続

手続
106

収容人員 内訳

申請種別 新築 増築 用途変更 移転 その他

事
業
の
概
要

①

0

6

収容人員
使用する階

内訳 職員

手続 新規 使用する階
種別

収容人員

②

119.24

専有面積
利用者

専有面積 119.24
保育所等訪問支援

内訳 職員 利用者
新規 使用する階 専有面積

16

16

土
地

所在地 福山市神辺町十九軒屋１２９－３ 用途区域

建
物

名称
所有者 抵当権

地上 地下 建築年 ２００５年　８月

あり ・都市計画法第4条第12項に
規定する「開発行為」に該当し
ないため，同法第29条第1項の
開発許可は不要。その他の法
令については，関係部局とそ
れぞれ協議すること。
・今回計画の放課後等デイ
サービス（保育所等訪問支援
兼用）の建築基準法上の用途
は「児童福祉施設等」に該当す
るが，用途を変更する床面積
が200㎡以下のため，建築基
準法上の手続きは不要。な
お，手続きが不要な場合で
あっても，建築士等に相談し，
建築基準法に適合する計画と
すること。
・非常警報器具を設置するこ
と。
・防火対象物使用開始届出書
を提出すること。
・カーテン及びじゅうたんを使
用する場合は，防炎物品を使
用すること。

用途 事務所 構造 鉄骨造平屋建て
所有者 抵当権 あり

建築面積 124.21 延面積 119.24
階層 1

市街化区域・近隣商業地域 意見
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７　平面図

※平面図のデータを貼付（貼付が難しい場合は，別添とすること。）
※各部屋・設備の名称及び面積を記載すること。
※敷地内に屋外遊技場等がある場合は，合わせて記載すること。

〖　別添　〗

意見
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８　従業員

■
■
■ □
■ □
■ □
□ ■
□ ■
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □

月給計
日 〆 日 月 月

９　借入金の状況

7 5 0 約 7 9
7 5 0 約 7 9

１０　必要な資金と調達方法

１１　事業の見通し

3 4 5 10

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

１時間の生産額 計算式 １月当たりの生産額

円
最賃確保状況（Ａ型）

円

万円

2,024,600
10,000

生産品

平日　基本報酬６０４単位＋児童指導員等加配加算１２３単位＋送迎加算往復１０８単位＝８３５単位×１０＝８，３５０円　＋処遇改善加算Ⅰ８．４％＝９０５単位
休日　基本報酬７２１単位＋児童指導員等加配加算１２３単位＋送迎加算往復１０８単位＝９５２単位×１０＝９，５２０円　＋処遇改善加算Ⅰ８．４％＝１０３２単位

円

円

円

円

2,034,600
1,100,000

50,000
230,000
20,000

300,000
31,250

10,000
1,100,000

円
円 300,000

31,250

円

円
（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

３月目 １年後

1,721,250

0
10,000
10,000

1,100,000
40,000

230,000
20,000

300,000
31,250

10,000

40,000

名前

非常勤
非常勤
非常勤

B

C

D

E

F

A

非常勤
非常勤

保育士
保育士
保育士
保育士 常勤

常勤
常勤

8

50
51

8

非常勤
非常勤
非常勤

713,040
10,000

723,040
1,100,000

40,000
230,000
20,000

万円

万円 □ あり □ なし

１月目 ２月目
利用者見込 Ａ 人 人

支払元金利息 円 円

職種
管理者
サービス管理責任者/児童発達支援管理責任者

児童指導員

-1,711,250 -998,210円 303,350

旅費・交通費 円 円

支出計② 円 円

20,000
300,000
31,250

-1,711,250

230,000

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

下段：所在地

利用者賃金 円 円 円 円

1,721,2501,721,250

円

円

生
産
活
動

支出　Ｃ 円 円
必要経費 円 円

円 円
売上高　※３ 円 円

収入　Ｂ 円
円

円

円

給付費　※２ 円 円

9,507 9,208 9,304

収入計 ① 円 円

0

円

人 人
月平均利用額　※１

諸収入 円 円

（１人当たり）

収
入

支
出

人件費 円 円

賃借料 円 円
通信費 円
諸経費　※４ 円

収支①-②

円 円

円

意見

設
備
資
金

土地 万円 補助金 万円
建物 万円 自己資金 万円
設備 万円 借入金 万円
車両
その他 万円

運転資金 万円
合計

370
1,500

意見

意見
改築費用・設備資金・運転資金等 万円 万円

【上記、予定】 万円 万円

必要な資金 金額 調達方法

1,870

850
200
120

金額

合計 万円
700

1,870

万円

万円

22
20

常勤

万円
人件費 31 支払 ボーナス

常勤
常勤

非常勤

　　　　　　　　　〃 万円 万円

金融機関 理由 借入残高 年間返済額

20 126

雇用形態

万円
万円

万円
万円

万円
万円

万円
万円
万円

24

常勤
常勤
常勤
常勤
常勤
常勤

48

45 28

非常勤
万円
万円

万円

110

年齢 月給 意見

円

円

円

円

円

円

円

円

9,456

1,731,250

円
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１２　事業計画

１３　利用者処遇

（１）事業概要
事業種別：放課後等デイサービス・保育所等訪問支援
利用定員：１０人（集団）
営業日：平日（月曜～土曜日）
営業時間：平日１０：００～１９：００　/　土曜日・学校休業日８：３０～１７：３０
サービス提供時間：平日１４：３０～１７：３０　/　土曜日・学校休業日９：３０～１５：３０
主たる対象者：発達障がい・知的障がいのある児童・生徒（小学１年生～高校３年生）
送迎の有無：有（１５分圏内）
協力医療機関：相談中
その他：

意見

（１）具体的な支援（療育）内容及び目的
【　別紙３　】

（２）支援を行うために必要となる職員の経験・有する資格など
・保育士
・児童指導員 ・・・ 放課後等デイサービス勤務５年経験あり ・ 学士（社会学）

（３）職員の質向上のための教育・研修計画
・虐待防止・身体拘束等の適正化についての研修
・強度行動障害支援者養成研修
・外部講師を招いての社内研修
・福山地区放課後等デイサービス協議会に加盟することで年３回の研修会に参加

（４）感染症対策
・指針・マニュアル・BCPの作成
・感染症予防研修

（５）事故防止等の安全確保策及び発生時の対応
・マニュアル等の作成
・内容に準じて対応
・社内研修

（６）関係機関との連携
・利用者の状況や必要性に合わせ、その都度実施

（７）家族（保護者）支援
・送迎時等に顔を合わせた際、保護者からの依頼があった際に実施
・年に２回以上の事業所内・家庭訪問での面談を実施

（８）その他

意見
・動機の中で「こどもたちの
特別な感覚に合わせた自
由になれる・自分らしく過ご
せる場所を増やしたい」とあ
るが，具体的な療育内容は
何を想定しているか。実例
を交えて説明すること。

・職員によって支援方針に
バラつきがでないよう，支援
プログラムやマニュアル等
を作成すること。

・特別支援学校の生徒を主
な対象者とする場合，ス
ペースが不十分となる可能
性も考えられるが，近隣に
公園等があるか。事業所の
周りはどのような環境か。

（２）開設事業に係る理念・基本方針
①その子が「いたいようにいる」「したいことをする」ことを支える、心地よいコミュニケーションがある場
②福祉目線だけでない、障がいのある子と出逢える・繋がり合える場
③親にも家族（きょうだい）にも人権がある、誰もが諦めなくてよい場

（３）事業内容
【　別紙２　】
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１４　防災計画

１５　一日の流れ

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ □ □ □ □ □ □ □

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

※上記と異なる営業時間・サービス提供時間がある場合に記載すること。

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ □ □ □ □ □ □ □

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

意見

営業日 営業時間 サービス提供時間

営業日 営業時間 サービス提供時間

〇災害時の対応体制
・身の安全を確保（避難場所）➡救護・救援活動
・家族と連絡をとりあい安全確認➡情報収集　等

〇避難先
一次避難先：かんなべ市民交流センター
距離，避難方法及び時間： １．３㎞ / ４分
二次避難先：湯田小学校
距離，避難方法及び時間： １.７㎞ / ４分

〇防災計画等の作成
・洪水時の避難計画の作成、緊急連絡網の作成
・火災発生時（通報・消化・避難）の対応マニュアルの作成

〇避難訓練の実施計画
・年３回の防災訓練・避難訓練の実施（５月：洪水 ・ ９月：地震 ・ ２月：火事/不審者）
・避難確保資器材、備蓄品の準備

〇その他
・地域の方との連携

意見

意見

【　別紙４　】
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様式第２号－２

１　協議事項

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ ■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※必要に応じて〇△が無い部分も記入いただく場合があります。

２　事業実施に係る動機

３　法人の概要

① ％
② ％
③ ％

４　法人の主要取引先

受付印

受付印省略

日 〆

日回収％ 日 〆

日回収％ ％

日 〆 日回収

％

主な修正点
下段：所在地

％ ％

上段：取引先
割合 掛取引 回収・支払の条件

10
割合

法人の理念
「できることが伸び伸びとできる」「その人の持っている力を大切にする」　ことを大切に、互いの存在
を認め合い、想いを伝え合える環境を増やすことで、優しい笑顔が溢れる地域社会で暮らせるよう
応援します。

設立年月日 　　　　　　　２０２３年　　　　１０月　　　　２６日 主な修正点

法人が実施する主
な事業

放課後等デイサービス 割合 90
保育所等訪問支援 割合

法人の基本方針
その人らしさを大切に、その人にとって必要な優しいケアがある場所を目指します。
自分らしさに近づけるよう、そのまま丸ごと（ｍａｒｕｇｏｔｏ）受け止めることを大切にします。

大幅な事業内容の変更　※△は生産活動を行う事業
事業所の移転
建物の構造・設備の変更

福山市には多くの放課後等デイサービスが『乱立』していると言われていますが、現在、やりがいと誇りを持ってこの仕事
に携わっています。障がいのある子どもたちのより豊かな生活を願い、周囲の人が障がいや特性を正しく受け入れること
で、社会の中で当たり前の自由を手にし、健やかに成長していくと考えていることから、地域社会と積極的に関わりを持
つ事業所を１つでも多く増やしたいと考えています。そして、この仕事に就いて７年が経過しましたが、『福祉はみんなで
協働で手を繋ぎ合って拡げていくもの』だと大先輩から学ばせていただいたことから、「この地域に生まれてよかった」と
全ての人が思える地域を目指します。　【　別紙1参照　】

主な修正点
➡そのとおりです。支援者
側（大人）の都合になった
押し付けたやり方になって
いないか常に見直しなが
ら、その子が何に困ってい
て、どのように・何に対して
助けてほしいと感じている
のか、様々な社会体験を
通じて、一緒にわかち合い
ながら、その子にとっての
自立を目指します。

賃借・自己所有

現在地
定員の変更 就労継続支援A型

共同生活住居の追加
上記以外

協
議
の
種
類

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

新規事業所の開設 共生型サービス
事業の追加 共生型サービス以外 新築予定

賃借・自己所有

新築予定

事業種別
放課後等デーサービス
保育所等訪問支援

事業所名 放課後等デイサービス tek-tek
開設（変更）予

定日
2024年4月1日

担当者名 連絡先

作成年月日 ２０２４年　　　　２月　　　　２６日
法人名 合同会社　maru-goto

代表者職名前 代表社員　後藤　万記

事　業　計　画　書

□当初 ■最終
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５　施設の概要【平面図は７のとおり】

□

□

階 階 年
㎡ ㎡

1 階 ㎡
人 人 人

1 階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

□ □ ■ □ □

６　付近図

人 同種の事業所数 事業所
利用定員合計 人

当該地域における開設事業のニーズ分析について（新規開設の場合のみ記載）
凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

※付近図に，事業所から一次避難先及び二次避難先への避難経路を記載すること。

一次避難先までの距離 ｍ 移動手段

二次避難先までの距離 ｍ 移動手段

同種の事業所
一次避難先
二次避難先

1300 社用車・徒歩

1700 社用車・徒歩

かんなべ市民交流センター

湯田小学校（3階建て）

付近図掲載せず

主な修正点
小学校区 道上小学校 人口 9 4

40

近隣に福山北特別支援学校があるが、重度知的障がいのある児童・生徒の受け皿
は少ないのが現状ではあことから、弊社では主に特別支援学校の小学部～高等部
までの児童・生徒を対象とすることから需要が見込める。また、近隣には加茂・湯
田・神辺小学校もあり、３校ともに特別支援学級在籍児童が多い学校であることから
需要が見込める。（千田・御幸小学校も送迎範囲内予定）

事業所

内
容

申請種別 新築 増築 用途変更 移転 その他

物件を賃貸契約・内装をリフォームし、放課後等デイサービス事業所として使用する。

0 内訳 職員 利用者

事
業
の
概
要

収容人員
119.24

③
種別
手続 使用する階 専有面積

収容人員

16 内訳 職員 6 利用者

119.24

②
種別 保育所等訪問支援
手続 使用する階 専有面積 119.24

収容人員

16 内訳 職員 6 利用者 10
①

種別 放課後等デイサービス
手続 使用する階 専有面積

主な修正点
所有者 抵当権 あり ➡建築指導課に相談させ

ていただき、確認済みで
す。
➡建築士等に相談させて
いただき、建築基準法に適
合する計画としています。
➡深安消防署予防係の方
より、拡声器を準備するよ
う指導していただき、準備
しています。
➡カーテン等の使用予定
はありません。使用する際
は、防炎物品にします。
➡リフォーム工事終了後（3
月中旬）、深安消防署予防
係へ提出します。

構造 鉄骨造平屋建て
階層

名称
所有者 抵当権 あり
用途 事務所

1 地上 地下 建築年 2005

土
地

所在地 福山市神辺町十九軒屋１２９－３ 用途区域 市街化区域・近隣商業地域

建
物

建築面積 124.21 延面積
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７　平面図

※平面図のデータを貼付（貼付が難しい場合は，別添とすること。）
※各部屋・設備の名称及び面積を記載すること。
※敷地内に屋外遊技場等がある場合は，合わせて記載すること。

　

主な修正点

〖　別添　〗
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８　従業員

■ □
■ □
□ ■
□ ■
□ ■
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □

月給計
日 〆 日 月 月

９　借入金の状況

1 5 0 0 1 5 8

１０　必要な資金と調達方法

１１　事業の見通し

3 4 5 1 0

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

■ A 45 28

9507 9208 9304 9456

生産品 １時間の生産額 計算式 １月当たりの生産額
万円

□

万円

あり □ なし万円

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

下段：所在地

円
（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

最賃確保状況（Ａ型）
円 円 円

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

円 円
利用者賃金 円 円 円
必要経費 円 円

円

支出　Ｃ 円 円 円 円

円 円
円 円 円 円

円 303350 円

生
産
活
動

収入　Ｂ 円 円

収支①-② -1711250 円 -1711250 円 -998210

円 円
売上高　※３ 円 円

31250 円
支出計② 1721250 円 1721250 円 1721250 円 1731250 円

支
出

230000 円 230000

支払元金利息 31250 円 31250 円 31250 円

円
円 20000 円

諸経費　※４ 300000 円 300000 円 300000 円
通信費 20000 円 20000 円 20000

300000 円

賃借料 230000 円 230000 円

円
旅費・交通費 40000 円 40000 円 40000 円 50000 円
人件費 1100000 円 1100000 円 1100000 円 1100000

円 10000 円
収入計 ① 10000 円 10000 円 723040 円

収
入

2034600

713040 円 2024600

円

利用者見込 Ａ 人 人 人 人
月平均利用額　※１

円
（１人当たり）

円 円円

円
諸収入 10000 円 10000 円 10000
給付費　※２ 0 円 0 円

借入金

１月目 ２月目 ３月目 １年後 主な修正点

合計 1,870 万円 合計 1,870 万円

設備

その他 万円
運転資金 700 万円

150 万円

必要な資金 金額 調達方法 金額 主な修正点

設
備
資
金

土地 万円 補助金

1,500 万円
車両 120 万円

万円
建物 900 万円 自己資金 370 万円

万円 万円
万円 万円

金融機関 理由 借入残高 年間返済額 主な修正点
改築費用・設備資金・運転資金等 万円 万円

万円
110 万円

人件費 31 20 支払 ボーナス 6 12

常勤 非常勤

万円
常勤 非常勤 万円
常勤 非常勤

万円
常勤 非常勤 万円
常勤 非常勤

非常勤 D 50 10 万円
万円

保育士 常勤 非常勤 F 51 10 万円
児童指導員 常勤 非常勤 E 56 18

万円
サービス管理責任者/児童発達支援管理責任者 常勤 万円
保育士 常勤

管理者 常勤

非常勤 B 48 24 万円
児童指導員 常勤 非常勤 C 30 20 万円
児童指導員 常勤

職種 雇用形態 名前 年齢 月給 主な修正点
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１２　事業計画

１３　利用者処遇
（１）具体的な支援（療育）内容及び目的
【　別紙３　】

（２）支援を行うために必要となる職員の経験・有する資格など
・保育士
・児童指導員 ・・・ 放課後等デイサービス勤務５年経験あり ・ 学士（社会学）

（３）職員の質向上のための教育・研修計画
・虐待防止・身体拘束等の適正化についての研修
・強度行動障害支援者養成研修
・外部講師を招いての社内研修
・福山地区放課後等デイサービス協議会に加盟することで年３回の研修会に参加

（４）感染症対策
・指針・マニュアル・BCPの作成
・感染症予防研修

（５）事故防止等の安全確保策及び発生時の対応
・マニュアル等の作成
・内容に準じて対応
・社内研修

（６）関係機関との連携
・利用者の状況や必要性に合わせ、その都度実施

（７）家族（保護者）支援
・送迎時等に顔を合わせた際、保護者からの依頼があった際に実施
・年に２回以上の事業所内・家庭訪問での面談を実施

（８）その他

主な修正点
➡※別紙
➡作成します。
➡徒歩５分圏内に遊具が
豊富な新徳田第５公園と、
広い新徳田第６公園があり
ます。徒歩１５～２０分・車
で３分程度の場所にも、岩
成公園や新徳田第３公園
があり、車で５分行けば、
駅家公園という散策もでき
る公園もあります。また、車
で３分・徒歩１０分の場所
にフジグランがあり、買い
物や外食体験なども気軽
にできる環境となっていま
す。

（１）事業概要
事業種別：放課後等デイサービス・保育所等訪問支援
利用定員：１０人（集団）
営業日：平日（月曜～土曜日）
営業時間：平日１０：００～１９：００　/　土曜日・学校休業日８：３０～１７：３０
サービス提供時間：平日１４：３０～１７：３０　/　土曜日・学校休業日９：３０～１５：３０
主たる対象者：発達障がい・知的障がいのある児童・生徒（小学１年生～高校３年生）
送迎の有無：有（１５分圏内）
協力医療機関：相談中
その他：

主な修正点

（２）開設事業に係る理念・基本方針
①その子が「いたいようにいる」「したいことをする」ことを支える、心地よいコミュニケーションがある場
②福祉目線だけでない、障がいのある子と出逢える・繋がり合える場
③親にも家族（きょうだい）にも人権がある、誰もが諦めなくてよい場

（３）事業内容
【 別紙２　】
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１４　防災計画

１５　一日の流れ

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ □ □ □ □ □ □ □

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

※上記と異なる営業時間・サービス提供時間がある場合に記載すること。

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ □ □ □ □ □ □ □

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

営業日 サービス提供時間

営業日 営業時間 サービス提供時間

主な修正点

営業時間

主な修正点

〇災害時の対応体制
・身の安全を確保（避難場所）➡救護・救援活動
・家族と連絡をとりあい安全確認➡情報収集　等

〇避難先
一次避難先：かんなべ市民交流センター
距離，避難方法及び時間： １．３㎞ / ４分
二次避難先：湯田小学校
距離，避難方法及び時間： １.７㎞ / ４分

〇防災計画等の作成
・洪水時の避難計画の作成、緊急連絡網の作成
・火災発生時（通報・消化・避難）の対応マニュアルの作成

〇避難訓練の実施計画
・年３回の防災訓練・避難訓練の実施（５月：洪水 ・ ９月：地震 ・ ２月：火事/不審者）
・避難確保資器材、備蓄品の準備

〇その他
・地域の方との連携

主な修正点

【　別紙４　】

12


